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東京国際大学教授、日本体育協会理事 

 

経経経経    歴歴歴歴 

生：大正１１年（１９２２年）１１月２８日、広島県芦品郡福相村相方（さがた）（現福山市新市町相方）生まれ 

没：平成１１年（１９９９年）１２月１０日、享年７８歳 

昭和１０年（１９３５年）３月２８日 １２歳 福相尋常高等小学校尋常科卒業 

昭和１０年（１９３５年）４月６日 １２歳 広島県立福山誠之館中学校入学 

昭和１５年（１９４０年）３月２日 １７歳 広島県立福山誠之館中学校卒業 

昭和１５年（１９４０年）４月１０日 １７歳 東京高等師範学校体育科一部入学 

昭和１８年（１９４３年）９月 ２０歳 東京高等師範学校体育科卒業 

昭和１８年（１９４３年）９月３０日 ２０歳 福岡県立中学傳習館教諭 

昭和１８年（１９４３年）１１月１日 ２０歳 兵役のため同校を休職、西部第１０部隊へ入隊 

昭和１８年（１９４３年）１１月１４日 ２０歳 輜重兵第３９連隊に転属 

昭和１９年（１９４４年）５月１日 ２１歳 兵科幹部候補生教育のため中支那下司官候補者隊に

入隊 

昭和１９年（１９４４年）１２月２０日 ２２歳 中支那下司官候補者隊教育終了、陸軍兵科見習士官 

昭和２０年（１９４５年）４月２９日 ２２歳 第１３２師団轉重隊に転属 

昭和２０年（１９４５年）８月２０日 ２２歳 陸軍少尉、予備役編入 

昭和２０年（１９４５年）８月２０日 ２２歳 臨時召集で第１３２師団輜重隊附 

昭和２１年（１９４６年）６月１４日 ２３歳 除隊、召集解除 

昭和２１年（１９４６年）６月１５日 ２３歳 復職 

昭和２１年（１９４６年）１０月３１日～ 

 昭和２７年（１９５２年）３月３１日 

２３～ 

２９歳 
広島県立福山誠之館中学校教諭 

昭和２７年（１９５２年）４月１日 ２９歳 文部省社会教育局運動厚生課文部事務官 

昭和３３年（１９５８年）３月 ３５歳 熊本県教育委員会体育保健課長 

昭和３７年（１９６２年）６月 ３９歳 （財）オリンピック東京大会組織委員会競技部長代理 

－ － 文部省専門職員 

昭和４０年（１９６５年）８月１日～ ４２～ 広島県教育委員会保健体育課長 



 昭和４４年（１９６９年）３月３１日 ４６歳 

昭和４４年（１９６９年）４月 ４６歳 （財）札幌オリンピック冬季大会組織委員会競技部長 

昭和４７年（１９７２年）７月 ４９歳 文部省登山研修所長 

昭和４８年（１９７３年）４月 ５０歳 順天堂大学教授 

昭和４９年（１９７４年）５月 ５１歳 （財）日本体育協会理事・事務局長（国民体育大会副委

員長、委員長） 

昭和５４年（１９７９年）３月 ５６歳 順天堂大学教授、体育学部長 

昭和５６年（１９８１年）５月～ 

 昭和５９年（１９８４年）１０月 

５８～ 

６１歳 
福山誠之館東京同窓会幹事長《初代》 

昭和６３年（１９８８年）４月～ 

 平成８年（１９９６年）３月 

６５～ 

７３歳 
東京国際大学教授 

平成５年（１９９３年） ７０歳 勲四等瑞宝章 
 

 

「千葉久三さんとの出会い」「千葉久三さんとの出会い」「千葉久三さんとの出会い」「千葉久三さんとの出会い」        昭和２２年卒昭和２２年卒昭和２２年卒昭和２２年卒    桑田康次桑田康次桑田康次桑田康次 

千葉さんは私の卒業（昭和２２年）と入れ替りに体育教師として赴任されたので、学校における

子弟関係は全くなかった為か、７級も上の大先輩に対し、千葉さん或いは久さんと呼ばして頂

いて、生涯のお付合いをする関係が生じ、失礼にも一度として千葉先生と呼んだ記憶がな

い。 

 

そもそも千葉さんとの最初の出会いは、大学の夏休暇で帰省した私が、中学時代の恩師であ

る佐藤道夫先生（故人）をたずね、酒好きの先生の為に、放課後一升瓶をぶら下げて体育教

官室を訪問したことに始まる。 

佐藤先生に久闊を叙し、早速薬缶で燗をつけ、スルメを齧りながら湯飲み酒での宴が始まっ

た処に、練習から上った千葉さんが入って来られ、佐藤先生から新任千葉さんの紹介を受け

たのである。 

放課後でのことでもあり居合わせたメンバーは、千葉さん、佐藤先生、岡本先生（当時野球部

監督・故人）と私の４名であったが、岡本先生を除き名うての飲み手揃いであったので一升の

薬缶酒は忽ち底をつき、我が家にとって返して追加の一升を盗み出す羽目になったのである

が、この湯呑み酒での酒盛りの間、当時全国制覇を狙える迄に強化された陸上競技部のこ

と、誠之館のグランドを公認競技場に改修すること等に就いて熱っぽく語られた千葉さんの陸

上競技に対する情熱は終生忘れることが出来ない。 

 

私は陸上競技部の O・B でもないのに（実は野球部の O・B である）千葉さんとの出会いにより

陸上競技の虜、いや千葉さんの虜（今で云うサポーター）になり以後学生時代の４年間、国立

競技場で開催される全日本陸上選手権大会に通い千葉さんの雄姿を求めて声援を続けた

が、私の声援した３回ともフィニッシュ前の最後のハードルで力尽きて２位に終ると云う結果



で、ついぞ優勝の美酒に酔えなかったのを至極残念に思っている。（千葉さんの名誉の為に

付記するが、一度全日本優勝を果たされた。） 

 

それにしても、一見して名スプリンターには思えない体躯の千葉さんが、３０歳を越える年齢ま

で自己調整のみで全国一流選手として活躍し続けた精進努力には心からの敬意を惜しまな

い。 

 

こうした出会いから４０数年間、千葉さんを中心とした誠走会（誠之館陸上競技部 O・B 会）に

は毎回出席し旧交を温めていたが、逝去される２，３年前から急に難聴がひどくなられ、酒量

もめっきり落ちていた。 

たまたま椿山荘での誠之館同窓会での席上、千葉金さんから、久さんの入院を聞かされ、小

生も見舞うべく約束して別れたが、病院名を知らされぬまま永久の別れとなった。 

告別式の出棺を前に参列した誠之館 O・B 達で、誰からも慕われ、その死を惜しまれた千葉さ

んに「第一校歌・曙の」を合唱し葬送歌として捧げられたことは、私にとって、せめてもの慰め

でした。 

 

千葉さん、そのうち私も仲間入りしますので、その時は佐藤先生と３人で酒を酌み交しながら

懐旧談に花を咲かせましょう。 合掌   （出典１） 

 

誠之館所蔵品誠之館所蔵品誠之館所蔵品誠之館所蔵品 
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０２０６０ 

千葉久三 著 

福山誠之館同窓会 

編 

「甘辛両党」 『懐古－誠之館時代の思い

出－』、１７６頁 

福山誠之館同窓

会 
昭和５８年 

０３２８１ 

桑田康次 著 

福山誠之館同窓会 

編 

「千葉久三さんとの出会い」 『誠之館同

窓会報（第７号）』、１１頁 

福山誠之館同窓

会 
平成１２年 

 

出典１：『誠之館同窓会報（第７号）』、１１頁、「千葉久三さんとの出会い」、桑田康次、福山誠之館同窓会編刊、２０００年５月１

日 

出典２：『広島県教育委員会六十年の歩み』、４４４頁、広島県教育委員会編、（株）ぎょうせい刊、平成２０年１１月１日 

２００４年１２月２０日更新●２００５年４月８日更新：本文追加・出典●２００６年５月２５日更新：タイトル・連絡先（削除）●２００７年

７月２３日更新：経歴●２００７年８月２３日更新：関係情報●２００８年２月２５日更新：経歴●２００８年１２月１１日更新：経歴・出

典●２０１１年８月１８日更新：誠之館所蔵品●２０１１年８月２４日更新：本文・関連情報（削除）● 

 


